
平成２７年１１月 

広島市道路交通局 

道路部街路課 

広島市東部地区連続立体交差事業の 
見直しの方向性について 
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■ 見直し検討フロー 

平成25年8月までの検討 
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見直しの方向性の説明 
（平成27年６月） 

高架高さを抑えた 
高架化の可能性を検討 

見直し検討状況の説明 
(平成25年８月) 

 

○府中町の土地区画整理事業への影響に配慮し 
た事業の早期整備要望 

○海田町のまちづくりに支障 

現 計 画 
（平成14年３月） 

事業の見直し検討を公表 
(平成24年２月) 

 

○昨今の公共事業を取り巻く環境の中では，現 
計画で実施した場合，事業の長期化など，
様々な課題が生じる 

○構造の見直しによるコスト縮減策は，約20億
円程度しか縮減できず，抜本的な効果が得ら
れない 

 

平成26年 5月 県副知事，海田町長等による現地視察 

       及び意見交換 

平成26年 7月 県と海田町は「協議の場」を設置（３回 

       開催） 

平成26年12月 高架高さを抑える等のコスト縮減策の可 

       能性検討を行うことについて合意 

見直し検討状況の説明以降の県と海田町との主な協議 



■ 見直しの視点 

見直しの視点 

 ①事業実施手段の見直しによる 

  事業目的の達成 

   ■ 交通の円滑化 

   ■ 南北市街地の一体化 

   ■ 踏切の安全確保 

 ②事業実施に向けての実現可能性 

   ■ 工事期間の長期化の解消， 

     事業費の縮減など事業規模の 

         見直し 

 ③土地区画整理事業への影響 

   ■ 工事期間の長期化の解消 

   ■ 土地区画整理事業の事業計画 

     との連携 

 ④連立事業の進捗状況 

   ■ 買収済用地の活用 
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今回の見直しの視点 

①海田町のまちづくりへの対応 

  ■ 土地区画整理事業などの関連事業 

     と一体となって鉄道を挟む地域の 

     一体化 

②交通特性を踏まえた鉄道の高架化 

 ■ 交通量の変化と将来予測 

 ■ 大型車の混入率  



■ 見直し案の概要 

31 
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東西幹線道路 跨線橋 

跨線橋 

アンダーパス 

アンダーパス 

東西幹線道路 



■ 見直し案の概要 
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 ○主な事業内容   
  鉄道高架区間Ｌ＝約４km 
  [県域2.7km（府中町域1.1km，海田町域1.6km），市域1.3km] 
  東西幹線道路：１路線 
  跨線橋   ：１路線 
  アンダーパス：１路線 
  踏切除却  ：県域８箇所 市域６箇所 
 
 ○全体事業費  
  約７７０億円（県域：約４９０億円，市域：約２８０億円） 
 
 ○工事期間 
  工事着手後１５年間程度（Ⅰ期・Ⅱ期） 
  (Ⅰ期 向洋駅周辺１０年間程度，Ⅱ期 海田市駅周辺１０年間程度） 
  ※Ⅰ期工事着手後，概ね５年程度を目途にⅡ期工事に着手する 
 
 

呉線 

山陽本線 



■ 市域を全て高架化した場合 
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山陽本線 

現在の状況 

乗越し部 



■ 市域を全て高架化した場合 

-7- 

 

 

向洋駅 海田市駅 

仮線路用地の追加買収が必要 

仮線乗越し箇所 

計画線乗越し箇所 

海田市駅を高架化（１層） 

仮線 
計画線 
現計画の用地買収境界 

イメージ 



■ 市域を全て高架化した場合 
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現計画 

市域全てを高架化した場合 

仮線路 

計画線 

仮生活道路 

追加の 

用地買収 

仮線路 

計画線 

仮生活道路 



■ 整備概要 

 ○堀越第一踏切付近 
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畑宮踏切 

堀越第１踏切 

現 況 

■ 整備概要 

 ○堀越第一踏切付近 
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高架下を通過 

青崎中店線 

完成イメージ 

■ 整備概要 

 ○堀越第一踏切付近 
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高さ3.2m以上を確保 

２車線＋歩道 

の道路整備 

ＪＲ線 

断面イメージ 
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■ 整備概要 

 ○堀越第一踏切付近 
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■ 整備概要 

 ○㈱日本製鋼所付近         
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的場川西踏切 

現 況 

■ 整備概要 

 ○㈱日本製鋼所付近         
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青崎中店線 

船越中央線 

完成イメージ 

■ 整備概要 

 ○㈱日本製鋼所付近         
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断面イメージ 

２車線＋歩道 

の道路整備 

県道広島海田線 

ＪＲ線 

県道府中海田線 
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■ 整備概要 

 ○㈱日本製鋼所付近         
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完成イメージ 

側道 側道 

船越中央線 本線 

断面イメージ 

■ 整備概要 

 ○㈱日本製鋼所付近         
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■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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引地踏切 

現 況 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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現 況 

踏切横断距離 
４０ｍ 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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完成時にはこの１線路分は撤去され、 

青崎中店線の一部に。 

踏切横断距離 
２０ｍ 

完 成 後 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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現 況 現 況 

完成イメージ 

踏切延長 約４０ｍ 

踏切延長 約２０ｍ 
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■ 整備概要 
 ○引地踏切付近         
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現 況 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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完成イメージ 

青崎中店線 

引地踏切 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         
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青崎中店線 

引地踏切 

完成イメージ 

■ 整備概要 

 ○引地踏切付近         



海田市駅 

引地踏切については、車
両規制や歩行者等専用の
立体横断施設を検討 

向洋駅 
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■引地踏切の交通の変化 

Ｈ21年調査 

大幅に減少 

将来（H42) 

船
越
中
央
線 

利便性の高い道路に交通が転換 

引
地
踏
切 

■ 整備概要 

 ○引地踏切の交通の変化        

交通の転換 
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■ 整備概要 

 ○船越踏切付近         
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船越踏切 

現 況 

■ 整備概要 

 ○船越踏切付近         
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花都川線 

完成イメージ 

青崎中店線 

■ 整備概要 

 ○船越踏切付近         
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断面イメージ 

２車線＋歩道 

の道路整備 

県道広島海田線 
ＪＲ線 現道 
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■ 整備概要 

 ○船越踏切付近         



-31- 

花都川線 

完成イメージ 
側道 本線 

断面イメージ 

側道 

■ 整備概要 

 ○船越踏切付近         
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■経路イメージ        
県道府中海田線に接続 
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■経路イメージ        
県道府中海田線に接続 
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■経路イメージ        
県道府中海田線に接続 



船越小 

安芸区役所 

区民文化 
センター 

■ 船越地区のまちづくりに資する施設整備（案） 

■青崎中店線 
■船越中央線（跨線橋） 
■花都川線（アンダー） 

連立工事と一体整備
（工事着工から１５年
間程度を目標） 

■花都川線（２工区） 
■山の手線 

重点的に整備 
（10年間程度を目標） 

■船越中央線（Ⅱ期） 
■立体横断施設 
 ・的場川西踏切 
 ・引地踏切 
 ・船越踏切 

事業化に向けた検討 
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船
越
中
央
線
（
跨
線
橋
） 

的場川西踏切 

立体横断施設の検討 
（歩行者等専用） 

引地踏切 

立体横断施設の検討 
（歩行者等専用） 

船越踏切 

立体横断施設の検討 
（歩行者等専用） 

都市計画道路の整備により、
大型緊急車両などの円滑な
通行が可能  

地区内の交通が都市計画道路
へ転換され、良好な生活空間
の形成につながる 



 当事業の見直し検討に当たっては，見直しの視点を基本に，

引き続き関係する皆様と十分に協議を行いながら，県・市連携

し，早期に事業効果を発現していくことが重要であると考えて

います。 

 また，残る踏切については，引き続き関係者と協議し，安全

性・利便性の確保に努めていきます。 

 今後，地元住民等への説明や関係機関との協議・調整を踏ま

え，できるだけ早期に見直し案を確定していきます。 

■ 今後の進め方 
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